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Ｑ　　
＆Ａここが聞きたい②

－第 5 回　臨時会－

21年、第5回臨時会は、7月10日に開かれ、3報告、2議案を原案どおり可
決した。

■
専
決
処
分
の
報
告

☆
物
損
事
故
の
和
解
　

４
月
19
日
に
池
川
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
建
物
の
一
部
に

損
害
を
与
え
た
物
損
事
故
の

和
解

内
容

（
一
）
相
手
方
は
、
修
理
業

者
に
22
万
500
円
を
支
払
う
。

（
二
）
今
後
、
一
切
の
異
議

申
し
立
て
、
請
求
を
行
わ
な

い
。

（
全
員
　
可
決
）

☆
交
通
事
故
の
和
解

３
月
12
日
に
北
浦
、
国
道

で
発
生
し
た
、
町
有
自
動
車

に
損
害
を
与
え
た
交
通
事
故

の
和
解

内
容

(
一)
相
手
方
は
、
修
理
業
者

に
88
万
２
４
０
０
円
を
支
払

う
。

（
二
）
今
後
、
一
切
の
異
議

申
し
立
て
、
請
求
を
行
わ
な

い
。

（
全
員
　
可
決
）

☆
工
事
名

町
道
高
瀬
線
道
路
災
害
復

旧
工
事
請
負
契
約
の
変
更

変
更
前
の
金
額

１
億
２
３
８
６
万
１
０
０

０
円

変
更
後
の
金
額

１
億
２
５
８
３
万
５
１
５

０
円

契
約
の
相
手
方
　

株
式
会
社
上
岡
工
務
店

変
更
理
由

掘
削
土
量
や
台
座
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
増
え
る
た
め
。

（
全
員
　
可
決
）

■
21
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

３
億
５
９
４
７
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
70
億
229
万
円

と
す
る
も
の

主
な
補
正
は
、
地
域
活
性

化
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
事
業
で
、
町
内
全
世
帯
へ

配
布
す
る
住
宅
用
火
災
報
知

器
２
２
５
２
万
円
、
ふ
た
ば

保
育
所
太
陽
光
発
電
設
置
工

事
１
０
６
０
万
円
、
町
道
、

農
道
設
備
工
事
８
７
５
０
万

円
、
林
道
緊
急
整
備
事
業
、

林
道
２
路
線
４
９
３
６
万

円
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
及

び
小
型
ポ
ン
プ
付
積
載
車
３

７
６
１
万
円
、
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
シ
ス
テ
ム

化
実
験
事
業
に
よ
る
新
破
砕

設
備
導
入
再
委
託
事
業
６
８

７
４
万
円
の
補
正
。

問
　
農
本
規
仁
議
員

火
災
報
知
器
の
単
価
と
品

物
は
。

答
　
総
務
課
長
　

３
３
０
０
円
相
当
の
品
物

を
各
家
庭
に
２
個
、
３
２
４

１
世
帯
に
計
画
、
町
営
住
宅

を
除
く
。 火

災
報
知
器

町内全世帯へ配布する火災報知器

バイオマス（佐川・川内ヶ谷）
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問
　
橋
本
眞
一
議
員

火
災
報
知
器
の
取
り
付
け

は
。

答
　
総
務
課
長
　

65
歳
以
上
の
独
居
老
人
の

家
庭
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
付
け
て
も
ら
う
よ

う
考
え
て
い
る
。

（
全
員
　
可
決
）

■
む
ら
づ
く
り
交
付
金
事

業
松
木
地
区
農
地
保
全
施

設
工
事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額
　
　
　

７
９
８
０
万
円

契
約
の
相
手
方
　

有
限
会
社
　
藤
原
建
設
　
　

地
す
べ
り
に
よ
る
、
松
木

地
区
の
農
地
及
び
農
道
松
木

線
の
崩
壊
を
防
止
す
る
た

め
、
昨
年
度
ま
で
に
排
水
ボ

ー
リ
ン
グ
工
事
や
ア
ン
カ
ー

工
事
を
実
施
し
、
当
初
の
予

定
で
は
、
22
年
度
を
完
了
予

定
年
度
と
し
て
い
た
が
、
作

業
工
程
や
経
済
性
な
ど
を
考

慮
し
、
本
年
度
に
残
事
業
を

す
べ
て
施
工
、
早
期
に
安
全

を
確
保
す
る
。

本
年
度
は
ア
ン
カ
ー
工
62

本
、
受
圧
版
工
一
式
や
索
道

工
、
仮
設
工
事
を
実
施
す
る

も
の
。

入
札
は
６
月
29
日
に
町
内

８
業
者
で
行
っ
た
。
工
期
は

22
年
２
月
28
日
を
予
定
。

（
全
員
　
可
決
）

７
月
２
日
、
委
員
全
員
と

中
央
西
土
木
事
務
所
他
13
人

で
、
委
員
会
を
開
催
し
た
。

現
地
で
、
大
植
工
区
に
21

年
度
は
２
億
８
千
万
円
の
事

業
費
が
付
き
、
21
年
、
22
年

に
か
け
て
秋
升
ト
ン
ネ
ル
を

完
成
さ
せ
、
23
年
に
は
亀
石

国道439号改良促進
特別委員会報告

委員長 坂本　伝一

橋
か
ら
黒
滝
大
橋
ま
で
を
バ

イ
パ
ス
と
し
て
使
用
で
き
る

計
画
を
し
て
い
る
。
ま
た
織

合
ト
ン
ネ
ル
、
矢
筈
ト
ン
ネ

ル
は
、
国
の
経
済
変
動
等
が

あ
り
、
現
段
階
で
は
見
通
し

が
立
っ
て
い
な
い
な
ど
の
説

明
を
受
け
た
。

地すべり防止工事（松木）

視察 秋升トンネル（秋升）
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産業建設
常任委員会の報告

委員長 岡田　良成

9
月
３
日
午
後
１
時
よ
り

委
員
会
を
開
会
し
た
。
出
席

者
は
委
員
全
員
と
町
長
、
総

務
課
長
以
下
職
員
19
人
。
現

場
の
進
行
状
況
、
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
た
。

現
場
は
、
林
道
下
土
居
桧

谷
線
、
田
村
多
目
的
広
場
、

高
瀬
線
災
害
復
旧
工
事
、
寺

野
駄
場
線
の
4
箇
所
の
調
査

を
行
っ
た
。
午
後
4
時
30
分

よ
り
長
者
出
張
所
で
、
意
見

交
換
会
行
い
、
田
村
多
目
的

広
場
は
、
地
元
の
意
見
を
取

り
入
れ
将
来
の
展
望
に
立
っ

た
建
設
を
す
る
こ
と
。

高
瀬
線
災
害
復
旧
工
事

は
、
下
部
工
事
部
分
が
ダ
ム

湖
に
面
し
て
い
る
た
め
、
国

交
省
に
、
要
望
を
と
の
提
言

が
あ
っ
た
。

土
木
建
設
業
者
か
ら
は
、

公
共
事
業
が
減
少
す
る
中
、

地
元
業
者
に
で
き
る
だ
け
、

発
注
す
る
よ
う
要
望
が
あ

り
、
田
村
か
ら
池
川
ま
で
の

国
道
に
歩
道
を
付
け
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
。

今
後
、
執
行
部
は
住
民
の

意
見
を
尊
重
し
、
要
望
に
応

え
る
努
力
を
期
待
す
る
。

田村多目的広場

寺野駄場線

林道下土居槍谷線

高瀬線災害復旧工事



仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成21年11月10日発行（21） 第17号

（株）ソニアを解散する決議

（株）ソニアは平成５年12月に設立され、現在までに15億６

７５０万円を食い潰した。

先般の議員協議会でこれ以上経営を継続さすことは難しいと

いうことで、７対５で解散すると決しました。よって、本会議

場で解散決議をしたく、提出します。

平成21年9月18日提出
仁淀川町議会議長　若藤　敏久　殿
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編

後
集

記

見
上
げ
た
空
は
満
天
の
星

空
で
し
た
。
今
日
と
は
ち
が

う
明
日
に
な
る
よ
う
願
い
を

届
け
た
い
で
す
。

（
三
鈴
）

確
保
し
て
い
た
南
瓜
が
、

鼠
に
か
じ
ら
れ
日
々
小
さ
く

な
っ
て
い
る
。
家
族
で
食
べ

て
い
る
の
か
な
。

（
安
井
）

新
型
イ
ン
フ
ル
県
内
30
％

発
症
と
も
。
本
町
で
推
計
す

る
と
２
千
100
人
に
。
長
者
小

が
休
校
危
機
深
刻
。
（
福
原
）

秋
深
し
、
山
々
の
木
々
も

赤
や
黄
色
に
色
づ
き
、
す
ば

ら
し
い
景
観
を
楽
し
む
、
今

日
こ
の
頃
か
な
。

（
野
村
）

「
あ
」
っ
と
言
う
間
の
四

年
、
最
後
の
編
集
後
記
で
一

言
、
本
当
の
自
然
環
境
を
望

む
、
人
も
猪
等
も

（
片
岡
）

あ
っ
と
い
う
間
の
４
年
間

で
し
た
。
最
後
の
編
集
後
記

も
終
わ
り
ま
し
た
。
御
愛
読

感
謝
、
感
謝
。

（
農
本
）

仁
中
の
体
育
祭
、
久
し
ぶ

り
に
鳥
肌
が
立
っ
た
「
騎
馬

戦
」。
一
生
懸
命
は
見
る
人
の

心
を
打
ち
ま
す
。（
西
森（
常
）））

不
況
の
厳
し
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
て
い

る
職
員
は
少
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

町
議
会
は
、
幹
部
に
対
し
て
お
褒
め
の

言
葉
も
あ
り
、
熱
弁
を
奮
う
議
員
、
鋭
く

追
及
す
る
議
員
も
あ
り
で
す
が
、
ど
ち
ら

様
も
町
民
の
代
弁
者
で
あ
り
、
仁
淀
川
町

の
将
来
を
案
じ
て
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
議
会
で
度
々
御
意

見
が
多
く
出
る
の
は
、
町

外
か
ら
通
勤
の
職
員
に
つ

い
て
で
あ
り
、
私
も
思
っ

た
こ
と
は
、
町
職
員
は
町
内
に
住
ま
ず
し

て
、
仁
淀
川
町
の
将
来
を
考
え
て
も
ら
っ

て
る
だ
ろ
う
か
。

で
き
れ
ば
、
地
域
住
民
と
共
に
泣
き
笑

い
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
様
に
願

う
の
は
無
理
で
し
ょ
う
か
。加枝
　
高
橋
三
男

私
は
、
仁
淀
川
町
の
監
査
委
員
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
感
想
を
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
職
員
は
全
体
に
ま
じ
め
で
、
一
生
懸

命
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
社
会

か
ら
見
れ
ば
ま
だ
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
の

21
年
　

７
月
１
日
　
吾
川
郡
町
村
議
会

議
長
会

２
日
　
国
道
439
号
改
良
促

進
特
別
委
員
会

４
日
　
新
過
疎
法
の
制
定

実
現
を
め
ざ
す
高

知
県
総
決
起
大
会

（
高
知
市
）

10
日
　
第
５
回
臨
時
会

12
日
　
町
消
防
大
会

13
日
　
議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

22
日

国
道
33
・
440
・
494

号
要
望
活
動(

高

松
市)

23
日
　
議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

30
日
　
市
町
村
議
会
議
員

研
修
（
高
知
市
）

８
月
８
日
　
佐
川
中
学
校
落
成

式
典
及
び
祝
賀
会

（
佐
川
町
）

12
日
　
国
道
439
号
新
矢
筈

ト
ン
ネ
ル
早
期
実

現
期
成
同
盟
会
総

会

16
日
　
茶
霧
湖
ま
つ
り

26
日
　
議
員
全
員
協
議
会

三
町
議
員
全
員
協

議
会
（
佐
川
町
）

27
日
　
郡
議
会
議
員
研
修

会
（
い
の
町
）

31
日
　
議
長
研
修
会
並
び

に
県
政
意
見
交
換

会(

高
知
市)

９
月
３
日
　
産
業
建
設
常
任
委

員
会

６
日
　
町
防
災
訓
練

９
日
　
議
会
運
営
委
員
会

11
日
　
議
員
全
員
協
議
会

13
日
　
敬
老
会
（
下
名
野

川
）

吾
川
・
仁
淀
中
体

育
祭

16
〜
18
日
　
第
６
回
定
例
会

19
日
　
敬
老
会
（
森
・
大

崎
）

20
日
　
池
川
小
中
運
動
会

敬
老
会(

長
者)

21
日
　
敬
老
会
（
森
山
・

高
瀬
）

24
日
　
広
域
議
会

27
日
　
大
崎
・
名
野
川
小

運
動
会

ラ�コ�ム�

感
　
想

日

記

帳

今年も見事に咲かせました、長生きの薬と信じられた「菊」。尾崎幸次郎・季子夫妻（右・岩戸）は約20年、

川崎満子さん（左・道芝）は菊造り30年のベテラン、見る人の心をなごませてくれます。




